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 風景 

２０１８年 札幌退職者の会 定期総会・懇親会のご案内 

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
札

幌
退
職
者
の
会
の

記
念
す
べ
き
「
第

２
０
回
定
期
総
会

と
懇
親
会
」
を
左

記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。 

総
会
の
開
催
に

先
立
ち
、
１
４
時

か
ら
「
電
通
共
済
」

制
度
改
正
の
講
習

会
を
行
い
ま
す
。 

 

今
回
の
講
習
会

で
は
、「
ま
も
る

君
」
と
「
交
通
災

害
共
済
」
も
対
象

に
な
る<

マ
イ
セ

フ
テ
ィ>

「
傷
害
共

済
」
で
す
。 

ふ
る
っ
て
ご
出

席
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。 

「
さ
わ
や
か
札

幌
」
９
月
号
で
は
、

総
会
議
案
を
集
約

し
た
形
の
「
総
会

議
案
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
」
を
同
封
し
ま

す
の
で
事
前
に
ご

一
読
願
い
ま
す
。 

ま
た
、
当
日
出

席
さ
れ
な
い
方
に

も
、
ご
意
見
等
を

伺
い
今
後
の
会
の

運
営
や
施
策
の
参 

☆
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
☆

 

 

考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
同

封
の
ハ
ガ
キ
に
ご
意
見
・
ご
要
望

を
記
入
の
上
、
１
０
月
１
５
日

（
月
）
ま
で
に
ご
返
送
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

昨年の総会模様 

『
胆
振
東
部
地
震
災
害
』
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

《
清
田
区
液
状
化
現
象
、
北
区
・
東
区
で
地
盤
沈
下
》 

 

し
酸
味
が
強
い
」
と
い
っ
た

声
が
飛
び
交
い
、
次
か
ら
次

へ
と
楽
し
く
ぶ
ど
う
を
味

わ
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

懇親会の模様 

９
月
６
日
午
前
３
時
８
分

に
、
札
幌
市
内
全
域
に
わ
た
り

震
度
６
の
地
震
が
あ
り
、
多
く

の
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

特
に
、
清
田
区
里
塚
で
は
液

状
化
現
象
が
あ
り
、
東
区
・
北 

 

毎
年
恒
例
の
秋
の
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
ぶ
ど
う
狩
り
が

９
月
２
０
日
（
木
）
、
秋
晴
れ

の
元
、
仁
木
町
フ
ル
ー
ツ
プ
ラ

ザ
平
尾
園
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

新
会
員
を
含
め
２
０
４
名

が
参
加
、
集
合
場
所
の
大
通
り

西
１
丁
目
広
場
か
ら
５
台
の 

区
で
は
、
地
盤
沈
下
が
あ
り

ま
し
た
。 

会
員
の
皆
さ
ん
、
電
気
・

水
で
苦
労
さ
れ
た
方
々
が
、

沢
山
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
お
身
体
に
気
を
つ
け
て 

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま

り
、
歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
方
々

も
お
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 

予
定
の
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
退
職
者
の
会
が

用
意
し
た
お
土
産
を
手
に
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。 

 

な
お
フ
ル
ー
ツ
プ
ラ
ザ
平

尾
園
の
社
長
か
ら
「
高
速
道
路

用
地
と
な
る
た
め
、
園
の
利
用

は
今
年
限
り
と
な
る
」
旨
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

永
年
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

家
庭
の
災
害
復
旧
に
努
め
て

下
さ
い
。
な
お
、
今
一
度
、
災

害
に
備
え
、
乾
電
池
・
携
帯
ラ

ジ
オ
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
コ
ン
ロ

等
、
緊
急
用
物
品
の
再
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。 

バ
ス
に
分
乗
し
、

９
時
前
か
ら
順
次

果
樹
園
に
向
け
出

発
、
途
中
、
金
山

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
休
憩
後
、
順

調
に
果
樹
園
に
到

着
。
さ
っ
そ
く
「
キ

ャ
ン
ベ
ル
」「
ナ
イ

ア
ガ
ラ
」
が
た
わ

わ
に
実
っ
た
ぶ
ど

う

棚

の

下

に

入

り
、
各
自
ぶ
ど
う

を
頬
張
り
、「
こ
の

房

は

す

ご

く

甘

い
」「
こ
っ
ち
は
少 

記 
■ 第２０回定期総会 

 ◎ 日時 10 月 2４日(水)  

  ・講習会「電通共済」制度改正 14 時～ 

  ・定期総会                  15 時～ 

◎ 会場 センチュリーロイヤルホテル 

２０階 グレイス（中央区北５西５） 

■ 懇親会 

 ・時間 17:30～19:30 

  ・会場 同ホテル ２０階 ノーブル 

 ・懇親会会費  3,000 円 

■ 連絡先 

 ・札幌退職者の会事務局 

☎  222-4771(髙橋、大泉) 

NTT 労組  札幌退職者の会 
札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

4Ｆ 編集責任者 安部 秋博  (011)222-4771 

http://www.sawayaka-sapporo.net 
E-mail:satsutai1@bz01.plala.or.jp 

ぶ
ど
う
を
食
べ
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
懇
親
！  

そ
の
後
、
別
の
場
所
に
用

意
さ
れ
た
昼
食
会
場
に
順

次
移
動
し
、
的
場
会
長
の
挨

拶
・
乾
杯
で
昼
食
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
ビ

ー
ル
の
他
に
も
ワ
イ
ン
や

焼
酎
等
が
用
意
さ
れ
、
バ
ス

の
号
車
毎
の
テ
ー
ブ
ル
は

大
い
に
盛
り
上
り
ま
し
た
。 

 

ぶどう狩り風景 
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親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
清
田
区
が
優
勝 

８
月
２
４
日
（
金
）
札
幌
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
福
移
の
杜

コ
ー
ス
に
お
い
て
、
札
幌
退
職

者
の
会
主
催
「
第
１
４
回
親
睦

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
も
上

が
り
、
１
３
３
名
の
腕
自
慢
？

が
結
集
し
、
実
力
を
如
何
な
く

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

 

団
体
戦
は
、
各
チ
ー
ム
上
位

５
名
の
合
計
点
で
競
い
、
「
左

表
」
の
通
り
昨
年
に
引
き
続
き

「
清
田
区
」
が
団
体
優
勝
と
な

り
、
準
優
勝
も
昨
年
と
同
じ
「
Ａ

Ｅ
Ｋ
」
（
厚
別
・
江
別
・
北
広

島
）
で
し
た
。 

 

ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
５
名
と
多
数
出
ま
し
た
。
夏

の
一
日
を
満
喫
し
充
分
に
楽
し

み
ま
し
た
。 

団体戦の成績及び男女のベスグロは、次のと

おりです。 

 

 

 

順  位 チーム名 スコア 

優 勝 清田区  515 

準優勝 A E K ＊ 517 

第３位 西 区  519 

＊厚別・江別・北広島の混合チーム 

ベスグロ 氏  名 所 属 スコア 

男 性 長谷川 辰彦 ＡＥＫ 100 

女 性 岡崎  絹子 北 区 100 

    
 

 

投 稿 バ ン バ ン 
私 の 趣 味 

「
桂
馬
」
の
活
用 

 

作
田 

伸
也
（
北
広
島
市
） 

趣
味
と
言
え
る
程
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
は
囲
碁
と
将
棋
が
好

き
で
す
。
囲
碁
は
若
い
こ
ろ
か
ら

打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

将
棋
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
年
前
に
北
広
島
市
の
将
棋
の
会

員
募
集
を
見
て
入
会
し
、
将
棋
を

特
に
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

最
近
、
将
棋
は
羽
生
善
治
永
世

７
冠
、
藤
井
聡
太
七
段
が
話
題
に

な
り
将
棋
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。 将

棋
を
指
し
て
い
る
方
は
勿
論

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
将
棋

の
駒
は
９
種
類
か
ら
な
っ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駒
の
動
き
に
特

徴
が
あ
り
と
て
も
不
思
議
で
す
。 

 

 

 

真
剣
な
対
戦
模
様 

誰
が
考
案
し
た
の
か
興
味

が
あ
っ
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
て
っ
き
り
日
本
が
発
祥

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
古

代
イ
ン
ド
と
い
う
説
が
あ

り
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た

の
は
明
ら
か
で
な
い
そ
う
で

す
。
私
が
勝
手
に
思
う
事
で

す
が
、
戦
国
時
代
の
よ
う
に

駒
が
兵
の
よ
う
に
な
っ
て
、

大
将
（
王
将･

玉
将
）
を
倒
す

様
に
似
て
い
る
よ
う
で
す
。

駒
に
は
様
々
な
動
き
が
あ
り

ま
す
。
不
思
議
に
思
う
事
が

何
点
か
あ
り
ま
す
。 

① 

王
将
と
玉
将
が
あ
る

こ
と
。 

② 

王
将
（
玉
将
）
と
金
以

外
は
敵
陣
に
入
る
と
金
の

動
き
が
で
き
る
こ
と
。 

③ 

相
手
の
駒
を
取
る
と
自

分
の
駒
と
し
て
使
え
る
こ

と
。 

④ 

桂
馬
の
駒
は
、
唯
一
自

陣
・
敵
陣
の
駒
が
あ
っ
て

も
飛
び
越
え
て
行
け
る
こ

と
。
し
か
も
、
変
則
に
飛

ぶ
こ
と
。 

⑤ 

持
将
棋
と
い
う
点
数
で

の
勝
負
の
つ
け
方
が
あ

り
、
飛
車
と
角
の
駒
は
５

点
に
換
算
と
し
た
こ
と
。

（
２
４
点
以
上
な
い
と
引

き
分
け
に
な
る
こ
と
） 

⑥ 

囲
碁
に
は
、
先
手
・

後
手
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ

り
ま
す
が
、
将
棋
に
は

な
い
こ
と
。 

将
棋
の
強
い
方
は
、「
歩
」 

の
使
い
方
が
上
手
で
す
が 

私
は
、
特
に
「
桂
馬
」
の 

動
き
に
興
味
が
あ
り
ま 

す
。
他
の
駒
の
動
き
に
は 

な
い
、
自
陣
・
敵
陣
の
駒 

が
あ
っ
て
も
飛
び
越
え
て 

行
け
、
し
か
も
変
則
に
飛 

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で 

す
。
ど
う
し
て
こ
の
駒
だ 

け
飛
び
越
え
て
い
け
る
の 

か
不
思
議
で
す
。
将
棋
の 

駒
と
し
て
は
３
番
目
に
弱 

い
駒
で
す
が
、「
桂
馬
の
高 

跳
び
歩
の
餌
食
」
と
言
わ 

れ
て
い
ま
す
が
、「
三
桂 

あ
っ
て
詰
ま
ぬ
こ
と
な 

し
」
と
言
う
格
言
も
あ
り

と
言
わ 

ま
す
。 

中
原
誠
永
世
名
人
は
、 

「
桂
馬
」
の
使
い
方
に 

優
れ
て
お
り
、将
棋
界
で 

は
有
名
で
す
。 

今
、北
広
島
の
ク
ラ
ブ 

の
他
、Ａ
Ｉ
将
棋
に
は
ま

っ
て
毎
日
相
手
を
し
て

貰
っ
て
い
ま
す
が
、Ａ
Ｉ

将
棋
の
三
７
桂
馬
に
参

っ
て
い
ま
す
。
何
回
も

「
ま
っ
た
」を
す
る
の
で

嫌
気
が
さ
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。（
笑
） 

「
桂
馬
」
を
考
案
し
た
人

は
将
棋
の
中
で
の
働
き

を
ど
う
考
え
た
の
で
し

ょ
う
か
？
現
在
の
時
代

に
置
き
換
え
る
と
ど
ん

な
働
き
を
し
て
欲
し
い

と
考
え
る
で
し
ょ
う

か
？
最
近
思
う
事
で
す

が
、
自
分
の
人
生
そ
う
し

た
「
桂
馬
」
の
よ
う
な
働

き
が
出
来
た
だ
ろ
う
か

と
自
問
自
答
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

 

北
広
島
の
ク
ラ
ブ
の
様
子 
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投 稿 バ ン バ ン 

 

孫
は
可
愛
い
い<

千
鶴
万
亀> 

 

佐
藤 

功
（
豊
平
区
） 

訪
れ
な
い
こ
と
で
人
生
の

見
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。
命

そ
の
も
の
が
奇
跡
と
思
わ

れ
愛
お
し
く
思
う.

。 

身
体
の
声
を
聞
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
も
、
年
を
重
ね
た
（
７

８
歳
で
痛
い
と
こ
ろ
な
し

で
病
院
に
は
２
０
年
近
く

行
っ
て
い
な
い
、
す
こ
ぶ
る

健
康
と
思
っ
て
い
る
）
結
果

だ
と
思
わ
れ
る
、
残
り
時
間

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始

ま
っ
た
声
が
聞
こ
え
る
。 

こ
の
先
、
妻
を
大
切
に
、

孫
と
仲
良
く
、
可
愛
が
っ
て

行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
人

の
今
は
人
生
の
リ
ハ
ー
サ

ル
で
は
な
く
本
番
で
あ
り
、

今
日
と
い
う
日
を
今
日
と

い
う
日
の
た
め
に
生
き
る
。 

私
に
は
３
人
の
子
供
（
男

２
人
女
１
人
）
が
い
る
が
、 

共
働
き
の
た
め
孫
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め 

妻
と
は
こ
の
腕
に
孫
は
抱

け
な
い
だ
ろ
う
と
話
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
二
男
夫
婦

に
男
の
子
が
授
か
り
ま
し

た
（
２
０
１
７
年
１
１
月

８
日
、
２
９
３
８
ｇ
で
名

前
は
朝
柊
（
ア
サ
ヒ
）
現

在
７
．
８
ｋ
ｇ
）
で
大
き

な
子
で
す
）
な
か
な
か
の

好
男
な
の
で
将
来
、
女
性

を
泣
か
せ
な
け
れ
ば
良
い

が
と
話
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
可
愛
い
い
で
す
。「
パ

パ
ど
こ
マ
マ
ど
こ
」
と
言

う
と
目
で
教
え
て
く
れ
ま

す
。
私
が
サ
ン
グ
ラ
ス
で 

ん
ぐ
り
っ
ち
人
形
を
作
っ
て
子

供
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

大
ま
か
な
活
動
と
し
て
、
木

の
実
や
種
の
収
集
か
ら
、
種
ま

き
、
発
芽
、
育
苗
、
挿
木
、
バ

イ
オ
ブ
ロ
ッ
ク
（
カ
ミ
ネ
ッ
コ

ン
）
を
作
成
し
森
づ
く
り
の
メ

ン
バ
ー
（
先
発
隊
：
ヤ
ナ
ギ
・

ド
ロ
ノ
キ
・
ハ
ン
ノ
キ
・
シ
ラ

カ
バ
な
ど
、
後
続
隊
：
ミ
ズ
ナ 

オ
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
場
所
や
、

作
成
に
協
力
い
た
だ
い
た
団

体
を
紹
介
し
ま
す
。 

東
区
の
大
学
村
の
森
、
厚
沢

の
柳
崎
、
島
松
小
学
校
（
雪
中

植
林
）、
浜
頓
別
頓
別
の
風
力

発
電
所
周
辺
、
西
野
幼
稚
園
、

輪
厚
川
河
川
敷
（
は
せ
が
わ
橋

付
近
）、
北
海
道
芸
術
高
校
十

勝
清
水
熊
牛
の
校
舎
付
近
、
厚

別
区
少
年
野
球
連
盟
山
本
の

グ
ラ
ン
ド
、
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
東
茨
戸
公
園
、
旭
山
動

物
園
、
円
山
動
物
園
等
々
で

す
。 

マ
オ
イ
森
づ
く
り
研
究
所
（
ど
ん
ぐ
り
っ
ち
工
房
） 

太
田 

吉
泰
（
豊
平
区
） 

 
 

 
 

 

  

 

 

 
子
供
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
ド
ン
グ
リ
や
ニ

レ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
育

苗
活
動
を
つ
づ
け
て
チ

ョ
コ
ッ
ト
し
た
森
づ
く

り
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ど
ん
ぐ
り
な

ど
木
の
実
を
使
っ
て
ど 

 

ラ
・
コ
ナ
ラ
・
カ
シ
ワ
・
カ

ツ
ラ
・
ニ
レ
な
ど
）
を
混
在

し
て
植
え
る
と
多
様
性
の
あ

る
チ
ョ
コ
ッ
ト
し
た
森
が
で

き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
秋
ま
で
色
々
な

場
所
を
う
ろ
つ
い
て
、
種
や
、

木
の
実
を
探
す
日
々
が
続
き

ま
す
。
今
の
時
期
は
サ
ク
ラ

の
実
が
な
っ
て
、
ハ
ル
ニ
レ

の
種
が
吹
雪
て
い
る
か

な
？
。 

活
動
を
始
め
て
２
０
年
ほ

ど
、
研
究
所
開
設
１
５
年
目
、

い
ま
ま
で
に
チ
ョ
コ
ッ
ト
森

づ
く
り
に
か
か
わ
っ
た
バ
イ 

【投稿のお願い】  

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
編
集
委
員

会
か
ら
会
員
の
皆
様
・
ご
家
族
の

皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。 

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
は
、
奇
数

月
の
１
月
～
１
１
月
ま
で
の
６
回

会
員
の
皆
様
の
家
庭
に
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
編
集
に
あ
た
っ

て
投
稿
の
記
事
が
不
足
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
と 

 

と
写
真
の
投
稿
を
是
非
お
願
い
致

し
ま
す
。 

●
各
区
の
催
し
物
の
紹
介
・
報
告 

●
我
が
家
の
孫
、
ペ
ッ
ト
紹
介 

●
随
筆
、
感
想
文
、
各
種
自
慢
等

（
趣
味
・
特
技
な
ど
） 

●
伝
言
板
（
親
睦
会
の
周
知
等
） 

●
俳
句
・
川
柳
等 

●
そ
の
他 

  

応
募
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

手
紙
等
で
、 

①
住
所 

②
氏
名 

③
連
絡
電
話

番
号
を
記
載
の
上
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

退
職
者
の
会
編
集
委
員
会
（
札
幌

市
中
央
区
北
１
西
４ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
大

通
４
丁
目
ビ
ル
）
へ 

家
系
図
は
英
語
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー

と
い
う
が
、
枝
が
分

か
れ
、
新
た
な
芽
を

吹
く
よ
う
に
繋
が
っ

て
き
た
命
、
年
齢
を

重
ね
る
実
感
は
日
々

増
し
て
い
る
。
同
じ

一
瞬
が
も
う
二
度
と 

と 

抱
く
と
、
す
ぐ
に
泣
き
だ

し
、
普
通
の
メ
ガ
ネ
に
か

け
直
す
と
、
す
ぐ
に
ニ
コ

ニ
コ
し
ま
す
。 

 

先
月
２
月
１
１
日
に
北

海
道
神
宮
に
お
宮
参
り
に

行
き
、
そ
の
後
に
小
料
理 

屋
さ
ん
で
お
食
い
初
め
の

ま
ね
ご
と
を
し
て
き
ま
し

た
。 残

り
少
な
い
人
生
、
孫

を
せ
い
ぜ
い
可
愛
が
っ
て

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
、

一
日
一
日
を
大
切
に
生
き

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。 

 

※
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン 

段
ボ
ー
ル
で
苗
木
と
培

養
土
を
一
体
化
し
、
根
っ
こ

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
っ
か
り

守
る
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で

す
。（
東
三
郎
北
大
名
誉
教
授

考
案
普
及
） 

 

工房は長沼にありますので、興味の

ある方はぜひ立ち寄ってください。

080-2873-0502  （太田） 

 

 

【
本
投
稿
は
５
月
受
領
分
で
す
】 

我 が 家 の 孫 

私 の 趣 味 



☆ 米 寿
桶 谷 寿 一 中 井 国 男 滝 沢 あ けみ 幅 田 是 一 吉 田 勝 衛

☆ 喜 寿
大 橋 保 洋 松 本 貞 夫 猪 亦 孝 志 髙 橋 清 治 小 林 弘 緒 方 佐 代子
坂 本 賢 二 安 保 俊 雄 神 原 啓 明 今 井 栄 光 谷 川 滋 大 野 美 智 子

小 寺 利 浩 有 田 良 治 斉 藤 勝 之 表 義 憲 浦 崎 明 三 国 谷 昭英
宮 崎 己 八

☆ 古 希　
小 林 孝 幸 尾 中 博 文 岩 井 哲 夫 黒 田 文 男 宮 崎 勉 土 田 博 昭

中 澤 雅 則 斎 藤 英 明 上 野 公 樹 若 林 喜 義 嶋 宮 隆 枡 沢 均

高 橋 繁 道 野 田 正 男 楢 山 隆 敏 玉 田 直 記 中 村 修 原 真 知 子

赤 川 廣 志 吉 田 勇 夫 山 口 則 雄 伊 藤 勇 一 西 井 隆 内 藤 久 美 子

丹 治 叔 人 清 水 寿 一 高 畑 博 文 山 崎 幸 男 三 村 修 上 田 と も 子

佐 藤 良 幸 長 田 哲 夫 笹 谷 勝 成 成 瀬 敏 夫 佐 藤 裕 本 間 祥 一 郎

野 田 英 子 藤 田 祥 二 木 村 哲 夫

　　

【本人の訃報】

本 間 克 美 さ ん 77歳(小樽市) 没07月17日 高 田 政 俊 さ ん 70歳(東　区) 没07月19日

堤 昭 夫 さ ん 82歳(石狩市) 没07月21日 山 本 和 利 さ ん 67歳(北　区) 没07月22日

宇 波 玲 子 さ ん 78歳(東　区) 没07月25日 小笠原善晴さん 87歳(北　区) 没07月29日
岡崎徳三郎さん 83歳(北広島) 没07月30日 田 中 次 夫 さ ん 86歳(豊平区) 没08月08日

大 西 忠 一 さ ん 80歳(清田区) 没08月17日 武 田 庚 三 さ ん 88歳(中央区) 没08月17日

久 積 正 男 さ ん 93歳(手稲区) 没08月25日 新 井 保 子 さ ん 75歳(北　区) 没06月21日

【配偶者の訃報】

中島　慧さん 美惠子様(北区) 没07月20日 正木邦夫さん 洋子様(豊平区) 没0７月29日

栗 林 敏 子 丸 山 敏 明 小 山 田 俊 之

岡 本 武 司 徳 田 忠 光 佐 久 間 博子
帯 谷 昌 伸 山 本 定 男 三 国 谷 昭英
末 永 武 男 宮 越 宏 之 藤 江 照 代四

山 内 良 春 宮 田 富 子 根 守 志 保子

平 尾 純 子 斉 藤 勝 之 日 置 冨 美子
和 泉 正 三 藤 澤 行 雄 今 井 務
川 口 精 子 深 山 茂 乃 池 田 洋
楢 山 隆 敏 石 橋 義 孝 本 間 忠
大 留 喜 子 大 谷 俊 夫 平 崎 博
福 岡 高 惠 鴇 田 稔 和 竹 村 修
阿 達 孝 次 駒 進 楠 洋 幸
柳 澤 俊 雄

　　2018年　(平成30年) ９月30日（日）　　　　                  　　　　　　　　　　　　　 第181号

おめでとうございます

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じはがきを

いただきありがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて

戴きます。ご協力有難うございました。

(敬称略・順不同)

※１８０号で掲載したお名前に誤りがあり

ましたのでお詫びして再掲します。

誤 荒井 ⇒ 正 新井

８月２８日午後から、「ふれあい委員会」

が行われ、今年の活動について総括会議を

行っていたところ、道内の挨拶廻りをしてい

た 組織内参議院議員「吉川さおり」さんが訪

れ、退職者の会の皆さんに挨拶し、メンバー

と記念写真を撮りました。

「吉川さおり」参議が来道

前列左から的場会長・吉川さおり参議

(8～9月月生まれの方) (敬称略・順不同)


